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１ 

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
埋
蔵
文
化

財
の
調
査
、
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
保
存

と
活
用
を
図
り
、
地
域
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る

た
め
に
昭
和
６
２
年
１
１
月
に
坂
出
市
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。 

 

香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
、
埋
蔵
文

化
財
の
調
査
及
び
研
究
、
整
理
、
保
存
及
び
活
用
、

知
識
の
普
及
活
用
及
び
啓
発
な
ど
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
２
１
年
度
か
ら
謎
の
ベ
ー
ル
に

包
ま
れ
て
い
た
「
讃
岐
国
府
」
を
見
つ
け
る
べ
く

「
讃
岐
国
府
跡
探
索
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
共
同
し

て
地
名
調
査
、
地
形
調
査
な
ど
を
行
い
、
発
掘
調

査
に
よ
り
従
来
か
ら
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
讃
岐
国
府
」
の
実
態
を
つ
か
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

香川県埋蔵文化財センター  
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２ 

開
法
寺
塔
跡 

県
指
定
史
跡 

坂
出
市
府
中
町
本
村
、
城
山
の
東
南
麓
、
讃
岐
国
府
跡
と
考
え
ら
れ
る
区
域
の
南
西
隅
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
讃
岐
の
国
司
と
な
っ
た
菅
原
道
真
が
編
纂
し
た
『
菅
家

か

ん

け

文ぶ
ん

草そ
う

』
に
、
「
開
法
寺
の
中 

暁
に
し

て
鐘
に
驚
く
」
と
い
う
一
句
と
「
開
法
寺
は
府
衙

ふ

が

の
西
に
在
り
」
と
い
う
注
が
あ
る
こ
と
で
有
名
で
す
。 

 
 

昭
和
４
５
年
（
１
９
７
０
）
の
塔
跡
調
査
で
は
、
凝
灰
岩
壇
上
積
基
壇
と
芯
礎
、
１
６
個
の
礎
石
が
確

認
さ
れ
、
心
礎
に
は
径
８
０
ｃ
ｍ
の
円
孔
の
中
に
径
４
７
ｃ
ｍ
の
ほ
ぞ
穴
が
穿
た
れ
て
い
ま
し
た
。
寺

埋蔵文化財センター展示室  

開法寺池 蓮の花  
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域
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
調
査
で
は
塔
跡
の
北
側
に
お
い
て
僧
坊

跡
や
講
堂
跡
と
推
定
さ
れ
る
礎
石
群
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
瓦
の
う
ち
、
十
葉
素

じ
ゅ
う
よ
う
そ

弁べ
ん

蓮
華

れ

ん

げ

紋も
ん

鐙
あ
ぶ
み

瓦
か
わ
ら

が
白
鳳
期
（
７
世
紀
後
半
）
で
も
っ
と
も
古
く
、
県
下
で
最
古
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
開
法
寺
は
、
古
代
の
行
政
区
画
で
は
阿
野
郡
に
属
し
、
当
時
の
豪
族
で
あ
る
綾
氏
が
建
立
に
関
わ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
綾
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
る
鴨
廃
寺
か
ら
も
開
法
寺
と
同
一
形
式
の
瓦
（
た
だ

し
十
葉
素
弁
蓮
華
紋
は
出
土
し
て
い
な
い
）
が
出
土
し
て
い
ま
す
。 

          開法寺塔跡 礎石  

開法寺塔跡からの風景  

（東の国府跡推定地を望む）  
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３ 

讃
岐
国
府
跡 

府
中
町
の
北
部
綾
川
左
岸
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
律
令
時
代
に
は
阿
野
郡
甲こ

う

知ち

郷
と
呼
ば
れ
、

南
海
道
の
河
内
駅
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
高
松
市
国
分
寺
町
国
分
に
讃
岐
国
分
寺
跡
が
あ
り
、
南
海

道
は
そ
の
や
や
南
を
西
進
、
綾
川
右
岸
の
綾
坂
か
ら
国
府
に
入
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
一
帯
に
は
印い

ん

鑰や
く

（
国
史
の
印
と
か
ぎ
）
・
聖
堂
（
孔
子
を
祭
る
堂
）
・

帳
ち
ょ
う

継つ
ぎ

・
正
惣

し
ょ
う
そ
う

（
正
倉
）
・
大
町
・
按あ

ん

台だ
い

・
垣
の
内

と
い
う
国
府
に
つ
な
が
り
の
あ
る
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
城
山
山
麓
に
あ
る
鼓
岡
神
社
の
北
東
一
帯
、
綾
川
ま

で
が
讃
岐
国
府
跡
と
推
定
さ
れ
ま
す
。 

国
府
の
設
置
時
期
は
不
明
で
す
が
、
寛
仁
４
年
（
１
０
２

０
）
の
萬
農

ま
ん
の
う

池
後

い
け
の
ち
の

碑
文

ひ

ぶ

み

に
は
大
宝
年
中
（
７
０
１
～
７
０
４
）

の
国
主
と
し
て
道
守
朝
臣
の
名
前
が
見
え
ま
す
。
道
守
朝
臣

と
い
う
人
物
は
『
続
日
本
紀
』
に
は
出
て
こ
ず
、
詳
細
は
不

明
で
す
。 

讃
岐
国
府
は
『
和
名
抄
』
に
「
国
府
在
阿
野
郡
・
・
」
と

み
え
、
ま
た
仁
和
２
年
（
８
８
６
）
か
ら
寛
平
２
年
（
８
９

０
）
ま
で
国
司
と
し
て
赴
任
し
た
菅
原
道
真
の
詩
集
『
菅
家

讃 岐 国 府 跡  
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文
草
』
所
収
に
「
開
法
寺
在
府
衙

ふ

が

之
西
」
の
注
釈
が
あ
り
、
国
衙

こ

く

が

（
国
府
の
役
所
）
は
開
法
寺
の
東
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
『
菅
家
文
草
』
か
ら
府
内
に
国
学
の
儒
館
・
廟
堂
や
倉
庫
が
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
な
お
、『
純
友
追
討
記
』
に
よ
れ
ば
国
府
は
天
慶
３
年
（
９
４
０
）
藤
原
純
友
の
乱

で
、
一
度
消
失
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
後
再
興
さ
れ
て
鎌
倉
中
期
頃
ま
で
は
存
続
し
て
い
た
よ
う
で

す
。 

 

４ 

鼓
岡
神
社 
祭
神 

崇
徳
天
皇 

 

 
 

城
山
山
麓
に
あ
る
鼓
岡
神
社
は
香
川
県
坂
出
市
府
中
町
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
崇
徳
上
皇
が
亡
く
な
る
ま
で
住
ん
で
い

た
木
の
丸
御
殿
の
あ
っ
た
場
所
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
あ
た
り
は
昔
、
国
府
が
あ
っ
た
場
所
と
さ
れ
、
政
治
文
化

の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
上
皇
は
保
元
の
乱
に
敗
れ
、

保
元
元
年
（
１
１
５
６
）
７
月
讃
岐
へ
配
流
と
な
り
ま
し
た
。

『
保
元
物
語
』
よ
る
と
讃
岐
に
到
着
は
し
た
も
の
の
、
御
所

が
造
営
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
松
山
の
御
堂
（
坂
出
）

に
ま
ず
入
り
、
後
に
四
度

し

ど

郡
直
島
に
建
て
ら
れ
た
御
所
に
入

鼓 岡 神 社  
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り
ま
し
た
。
上
皇
が
島
の
生
活
を
嘆
い
た
た
め
、
「
四
度
の
道
場
辺
、
鼓
の
岡
」
と
い
う
所
に
御
所
を
新

造
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
御
所
が
建
つ
ま
で
の
３
年
間
、
国
府
の
長
官 

綾あ
や

高
遠

た
か
と
う

の
館
を
仮
の
御
所

（
雲
井
御
所
）
と
し
ま
し
た
。
上
皇
の
死
後
、
建
久
２
年
（
１
１
９
１
）
後
白
河
上
皇
近
侍
・
阿
闍
梨

章
実
が
鼓
岡
の
御
所
を
白
峰
に
移
し
て
菩
提
を
弔
う
頓
證

と
ん
し
ょ
う

寺
と
し
ま
し
た
。
跡
地
に
は
こ
れ
に
代
る
べ

き
祠
を
建
立
し
、
上
皇
の
御
神
霊
を
奉
っ
た
の
が
鼓
岡
神
社
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
境
内
に

は
木
の
丸
殿
・
擬
古
堂
・
観
音
堂
・
杜
鵑

ほ
と
と
ぎ
す

塚
・
鼓
岡
行
宮
旧
址
碑
、
鼓
岡
文
庫
な
ど
が
あ
り
附
近
に
は

内
裏
泉
、
菊
塚
、
盌わ

ん

塚
な
ど
の
旧
跡
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
崇
徳
院
の
歌
碑
が
平
成
１
２
年
４
月
建
立
さ

れ
ま
し
た
。 

「
瀬
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る
る
滝
川
の
わ
れ
て
も
末
に
逢
は
む
と
ぞ
思
ふ
」
（
浅
瀬
の
流
れ
が
速
い
の

で
、
岩
に
せ
き
と
め
ら
れ
る
急
流
の
よ
う
に
、
今
あ
な
た
と
別
れ
て
逢
う
こ
と
が
出
来
な
く
て
も
、
ゆ

く
ゆ
く
は
必
ず
逢
お
う
）
百
人
一
首
の
中
で
も
有
名
な
歌
で
す
。 

 

５ 

崇
徳
天
皇
（
１
１
１
９
～
１
１
６
４
） 

鳥
羽
天
皇
の
第
一
皇
子
で
諱
は
顕あ

き

仁ひ
と

、
母
は
藤
原
公
実
の
娘
、
中
宮
待
賢
門
院
璋
子

し
ょ
う
し

。
後
白
河
天
皇

は
同
母
弟
に
な
り
ま
す
。
祖
父
白
河
法
皇
に
よ
っ
て
５
歳
で
立
太
子
し
、
即
日
父
鳥
羽
天
皇
の
譲
位
に

よ
り
即
位
し
ま
し
た
。
白
河
法
皇
の
死
後
、
父
鳥
羽
上
皇
は
崇
徳
天
皇
に
譲
位
を
迫
り
、
弟
の
近
衛
天
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皇
を
強
行
に
即
位
さ
せ
ま
し
た
。
近
衛
天
皇
は
嗣
子
の
な
い
ま
ま
早
世
し
た
た
め
、
弟
の
後
白
河
と
そ

の
子
二
条
天
皇
が
擁
立
さ
れ
、
崇
徳
上
皇
は
自
分
の
子
重
仁
親
王
へ
の
皇
位
継
承
を
絶
た
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
保
元
元
年
（
１
１
５
６
）
鳥
羽
院
の
死
後
、
後
白
河
天
皇
と
の
合
戦
（
保
元
の
乱
）
に
及
び

ま
し
た
が
戦
い
に
敗
れ
、
弟
の
覚
性
法

か
く
し
ょ
う
ほ
う

親
王

し
ん
の
う

の
い
る
仁
和
寺
で
髪
を
落
と
し
、
謹
慎
の
意
を
表
し
ま
し

た
。
し
か
し
上
皇
は
讃
岐
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
途
中
直
島
に
滞
在
の
後
、
讃
岐
国
阿
野
郡
松
山

ノ
津
に
配
流
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

崇
徳
帝
は
配
流
さ
れ
て
か
ら
８
年
後
の
長
寛
２
年
（
１
１
６
４
）
に
崩
御
さ
れ
ま
し
た
。
讃
岐
で
後

生
菩
提
の
た
め
に
血
書
し
た
大
乗
経
の
奉
納
を
後
白
河
法
皇
に
拒
否
さ
れ
た
た
め
、
憤
怒
し
天
狗
の
姿

と
な
り
、
国
家
滅
亡
の
誓
い
を
立
て
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
条
天
皇
死
去
、
太
郎
焼
亡
・
次
郎
焼

亡
と
言
わ
れ
た
大
火
、
飢
饉
な
ど
、
当
時
の
世
情
不
安
は
崇
徳
帝
の
怨
霊
に
よ
る
と
し
て
恐
れ
ら
れ
ま

し
た
。
遺
骸
は
坂
出
市
の
白
峰
陵
に
祀
ら
れ
、
西
行
法
師
が
こ
こ
を
訪
ね
た
と
い
う
話
は
『
保
元
物
語
』

や
『
雨
月
物
語
』
『
椿
説
弓
張
月
』
ま
た
謡
曲
『
松
山
天
狗
』
な
ど
の
題
材
と
な
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 
 

  

http://#
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６ 

城
山
神
社 

祭
神 

神
櫛
別
命 

城
山
神
社
の
創
祀
年
代
は
不
詳
で
、
南
海
で
悪
魚
を
退
治
し
た
勲
功
に
よ
り
讃
岐
の
国
造
に
任
ぜ
ら

れ
た
景
行
天
皇
の
皇
子
、
神か

ん

櫛ぐ
し

別
命
が
、
館
を
城
山
に
造
営
し
た
と
い
わ
れ
、
１
２
０
歳
で
没
し
た
命

の
霊
を
祀
っ
た
が
神
社
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

城
山
神
社
は
田
村
神
社
（
高
松
市
）
、
粟
井
神
社
（
観

音
寺
市
）
、
と
並
ぶ
讃
岐
国
延
喜
式
内
大
社
の
一
で
、
麓

に
讃
岐
国
府
が
置
か
れ
た
城
山
山
頂
近
く
、
明
神
原
と
呼

ば
れ
る
標
高
４
１
３
ｍ
の
地
点
に
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
明
神
原
に
は
巨
石
が
林
立
し
て
お
り
、
祭
祀
の
場
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

仁
和
４
年
（
８
８
８
）
国
司
の
菅
原
道
真
は
、
明
神
原

の
地
に
あ
っ
た
城
山
神
社
で
降
雨
を
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、

直
ち
に
降
雨
が
あ
り
、
そ
の
年
は
大
豊
作
で
あ
っ
た
と

「
菅
家
文
草
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

正
平
１
７
年
（
１
３
６
２
）
細
川
清
氏
と
細
川
頼
之
の
合
戦
時
、
兵
火
に
罹
り
、
社
殿
は
こ
と
ご
と

城 山 神 社  
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く
焼
失
し
ま
し
た
た
め
、
神
社
は
印
鑰
の
地
に
遷
り
、
そ
の
後
現
在
地
に
鎮
座
し
ま
し
た
。 

 

現
建
物
は
、
本
殿
明
治
２
６
年
（
１
８
９
３
）
、
拝
殿
天
明
６
年
（
１
７
８
６
）
、
社
務
所
大
正
８
年

（
１
９
１
９
）
の
再
建
で
昭
和
６
０
年
（
１
９
８
５
）
に
大
修

復
さ
れ
て
い
ま
す
。 

な
お
、
城
山
は
屋
嶋
城
と
同
じ
頃
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
で
、

城
門
や
車
道
と
呼
ば
れ
る
石
塁
が
残
っ
て
い
ま
す
。
国
史
跡
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

府
中
ダ
ム 

堤
長
４
０
０
ｍ 

 
 

 
 

 
 

堤
高
２
７
＋
５
ｍ 

 

体
積
３
９
＊
２
５
０
立
方
ｍ 

 

水
深
１
９
ｍ 

創
貯
水
量
８
５
０
万
ト
ン 

 

府
中
町
、
綾
川
水
系
綾
川
に
建
設
さ
れ
た
多
目
的
ダ
ム
で
、

昭
和
４
１
年
（
１
９
６
６
）
完
工
。
「
新
さ
ぬ
き
百
景
」
に
選
ば

れ
た
景
勝
地
で
も
あ
り
ま
す
。
綾
川
が
大
き
く
曲
が
っ
て
岩
に

当
た
っ
た
と
こ
ろ
が
「
ド
ン
ド
ロ
渕
」
と
呼
ば
れ
、
堅
い
岩
と
河
中
に
突
き
出
た
市
谷
山
を
利
用
し
、

府 中 湖  

http://#
http://#
http://#
http://#
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坂
出
の
臨
海
地
区
と
番
の
州
工
業
地
帯
へ
の
工
業
用
水
源
と
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。 

 
【
参
考
文
献
】 

『
香
川
県
の
地
名
』
１
９
８
９
年
２
月
２
３
日
発
行 

㈱
平
凡
社 

『
香
川
県
大
百
科
事
典
』
昭
和
５
９
年
４
月
１
０
日
発
行 

四
国
新
聞
社 

『
要
覧
』
香
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー 

『
香
川
の
文
化
財
』
平
成
８
年
３
月
発
行 

香
川
県
教
育
委
員
会 

 

       

  

菊  塚  

内 裏 泉  

盌
わん

  塚  
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 ＪＲ 高松駅行き ９月２６日（日） 

府 中      高 松  

１２：０６ → １２：３９  

１２：２６ → １２：５９  

１２：４６ → １３：１９ 

 

バス 川島行き １０月２４日（日） 

高 松    瓦 町    川 島     

８：２０ → ８：３０ → ８：５８  

８：３９ → ８：４９ → ９：１４  

 

次回のふるさと探訪は・・・・  

 テ  －  マ 川島から仏生山へ昔の道を歩く  

 と  き 平成２２年１０月２４日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 高松市山田支所（解散は法然寺の予定）  

 講  師 大嶋 和則（高松市教委文化財専門員）  

広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載しますので、

ご覧ください。  

※天候等により中止の場合のみ文化財課（℡８３９－２６６０

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。（電話が通じな

い場合は、「実施」です。）  
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「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  


